
 今年の運動会は、雨の影響で 10月５日（日）、７日（火）

の 2 日間の開催になってしまいましたが、保護者・地域の方

から温かいご声援をいただき、ありがとうございました。子ど

も達からは、やはり多くの方に観ていただくことでそれまで

の練習以上に張り切っている様子が見て取れました。いつも

と違う形になった運動会を申し訳なく思いながら、しかしそ

のことに負けず精一杯頑張る子ども達の姿に涙が出ました。 

今回は、目まぐるしく変わる天気予報サイトの雨雲レーダ

ーを見比べ、日曜日の午前中に雨がやみそうな時間があった

こと、高学年表現の太鼓は少しの降雨であっても革を傷める

のでできないこと、６日（月）にお休みを取られていない高

学年の保護者がいらっしゃるのではないかと考えたこと

から、途中体育館に移動することも視野に入れ、5日（日）

開催を決め、子ども達を登校させました。ところが、雨

雲レーダーの予報がはずれ雨がやみません。子ども達は

登校しているので、６日（月）に運動会を順延すると、

７日（火）が代休になり困られるご家庭があるのではな

いか、そして一人でも多くの方に、子ども達が一番時間

をかけて練習してきた表現と応援合戦を観ていただきた

くて、体育館で行うことにしました。結果、子ども達に

も保護者の方にもご心配やご迷惑をおかけしましたこと

を深くお詫びいたします。予定通り６日に順延すべきだ

ったというご意見も真摯に受け止め、しかし、子ども達

の頑張りを応援していただいたお言葉を励みに、次は音

楽会に向けて子ども達がまたさらに育っていくよう、職

員一同尽力して参ります。今後もご支援・ご協力よろし

くお願い致します。 

今回は、目まぐるしく変わる天気予報サイトの雨雲レーダーを見比べながら実施について検討しましたが、

結果、子ども達にも保護者の方にもご心配やご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたします。６日にお

休みを取ってくださっていたご家庭からは、予定通り６日に順延すべきだったというご意見もいただきまし

た。また同時に、子ども達の頑張りを応援してくださるお言葉もたくさんいただきました。急な変更に対応し

力を出してくれた子ども達の頑張りは、ご家庭のご支援があってこそのことだったと改めて感謝の気持ちでい

っぱいになりました。本当にありがとうございました。いただいたご意見を真摯に受け止め、また励みにし、

次は音楽会に向けて子ども達がさらに育っていくよう、職員一同尽力して参ります。今後もご支援・ご協力よ

ろしくお願い致します。 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の中の運動会 

ふれあい学級開級（６年） 

未来に向かって 自ら羽ばたける北っ子！ 

～考え動く 人とつながる 未来を創る～ 

 
高学年表現 

◆「かわいいだけじゃだめですか」（ダンス）がはずかしかった 

けどできました。それからおうえんがありました。大声をだし 

てのどがかれました。さいごにたいこをききました。しんぞう 

がゆれました。（２年） 

◆赤組に負けてしまったけど、全部のことを全力でできてうれし 

かったです。初めての半周リレーやたいこ、つな引き、楽しか 

ったです！（４年） 

 ◆たいこをバチがおれるぐらい力強くたたきました。バチを落とさないようにすることもできて、帰ってか 

らお家の人にほめてもらってうれしかったです。低学年表現の係の仕事はできなくて残念だったけど、みん 

なが楽しめるたいこや応援ができたのでよかったです。後半は外でリレーとつな引きがあるけど最後まで 

がんばります。今日は６年生のサポートもできたから後半もできるようにがんばりたいです。（５年） 

 

てのどがかれました。さいごにたいこをききました。しんぞう 
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◆赤組に負けてしまったけど、全部のことを全力でできてうれし 

かったです。初めて半周リレーやたいこ、つな引き、楽しかっ 

たです！（４年） 

 

１０月７日、６年生のふれあい学級がスタ

ートしました。長く差別解消に向けて取り組

んでこられた元小学校教諭の細田哲子先生

を講師に招き、人権についてお話を聴きまし

た。今後自治振興会さんからご協力いただ

き、校外学習（奈良・水平社博物館））にも

出かけ、人権の歴史を学び、自分たちの今を

考えていきます。 

◆自分を大切にすることが差別を無くすことにつながるとわ

かりました。これからは花が咲いた自分だけを認めるんじ

ゃなく、自分の全てを認めようと思います。 

◆差別されて苦しいのに、怒りや復讐などを書くのではなく

自分たちが苦しかったことを他の人に味わってほしくない

と宣言しているのがとてもすごい。 

◆差別なしの世界にできるように、みんなで認め合いたい。 

◆結果だけでなく、努力している自分や友だちを大切にして

いきたいです。 

◆大人、男の人、白人、健常者以外の人に人権が無い時代が

あって、それを訴えて取り組みをしてきたから今があると

思うとすごいなと思いました。 

低学年玉入れ 


